
事　業　概　要 要求額 査定額 内容

市庁舎整備基本計画
（案）の策定に向けた
整備方針の確定

　本市市庁舎は，建設後80余年が経過しており，耐震性能の不足をはじめ，設備の老朽

化，狭あい化，執務室の分散化，バリアフリー対応や省エネ対策等多くの課題を抱えてい

る。平成20～21年度にかけて実施している市庁舎整備懇談会において，今後の市庁舎に求

められる機能，整備規模，整備手法，目指すべき方向性等について議論がなされ，年度末

に提言を受ける予定をしている。平成22年度は，庁内ワーキンググループを設け，提言を

踏まえた市庁舎整備に係る課題を整理した上で，市庁舎整備方針を確定する。

＜成果目標＞

　庁内のワーキンググループを立ち上げ，市庁舎整備に係る諸課題を整理するとともに，

立地や規模，整備手法など，基本計画策定に先立つ基本的事項を確定し，広くコンセンサ

スを得て，市庁舎の将来についての基本的イメージ像を明らかにしていく。

10,000 8,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

芸術大学サテライト施
設企画展運営

京都市立芸術大学サテライト施設において，イベントの創出をし，御池通のにぎわいづく

りに取り組んでいく一環として，企画展を実施する。

＜成果目標＞

・御池通のにぎわいづくり（社会・地域・市民への還元）

・市民に対する文化的還元（市民への還元）

・産官学の連携，芸術資源の発掘と活用（社会への還元）

・アーティストの育成，プロデュース（本学生への還元）

・世界からの観光客の誘致（社会・地域・市民への還元）

11,072 7,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

芸術大学整備・改革の
推進

教育研究の充実及び関係諸機関との連携の強化を着実に実行できるための組織・運営体制

等を構築し，歴史と伝統を誇る芸術系大学としての特性を生かした大学を目指すため，平

成24年度を目途に公立大学法人制度の導入の準備を行う。

＜成果目標＞

21世紀にふさわしい大学を目指すための組織・運営体制等の構築

39,597 27,000
□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

行　財　政　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。


